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第４回 高浜小・三村小・関川小・南小統合検討委員会 要旨 

 

 

日 時 令和４年３月 25 日（金） 午後７時 45 分から午後９時 30 分 

場 所 石岡市役所本庁 １階メロディアスホール 

出席者 統合検討委員 18 名 

事務局 児島教育長，豊崎部長，吉澤次長，朝賀参事，小沼課長 

須加野室長，小河原副参事，雨貝補佐，鬼澤主幹 

     

 

 

次 第 

１．開  会 

２．あいさつ 

３．協議事項 

（１）統合検討委員長の選出 

（２）統合小学校長寿命化改良工事について 

（３）各専門部会からの報告及び検討委員会の承認について 

（４）各専門部会における今後のスケジュールについて 

４．そ の 他 

 ５．閉  会 

 

 

決定事項等 

・委員長が，副委員長の南小 PTA 菊地委員に決定。 

・総務・庶務部会にて，あたらしい学校名にする方向で検討中。引き続き協議し，適宜報 

 告していく 

 

 

次第に沿って，３の協議事項に進む。 

 

(事務局) 

 前回から不在となっていた委員長について。委員の中から互選となるが，意見などはい 

かがか。 

事務局一任の声 

 

(事務局) 

 石岡中・城南中の統合にも委員として携わり，これまでの経過も十分に把握されている 

南小 PTA 菊地委員を推薦したいと思う。 
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異議なしの声 

委員長が副委員長の南小 PTA 菊地委員に決定 

 

協議事項（２）統合小学校長寿命化改良工事 

三上建築事務所より概要説明。 

 

(委員) 

 各階に多目的トイレがあった方が良いのではないか。 

(三上建築事務所) 

 既存の多目的トイレと合わせ，１階の北側と南側に１ヵ所ずつ設置している。通常の便 

器の数を減らして対応することも可能ではあるが，実際の運用も考え，このようにした。 

新設のエレベーターにより，車いすで各棟への移動も出来るようになる。 

(委員) 

 低学年用に小さ目の幼児用便器などがあっても良いのでは？ 

(三上建築事務所) 

 一般的に，小学校の便器のサイズは大人用と同サイズの物を使用している。 

(事務局) 

 後付けで利用補助のステップを用意するなど，実態に合わせて対応していければ。 

(委員) 

 特別支援教室は可動式の間仕切りか。 

(三上建築事務所) 

 可動式の間仕切りと耐力壁で区切る形になる。年度によって特別支援学級の数が変動す

ることも想定し，臨機応変に対応可能なレイアウトになっている。 

(委員長) 

 改修工事の進捗状況などについては，事務局より適宜報告いただければと思う。 

 

協議事項（３）各専門部会からの報告及び検討委員会の承認について 

協議事項（４）各専門部会における今後のスケジュールについて 

事務局より説明 

 

(委員長) 

 令和６年４月に開校を目指している訳だが，今現在で校名もまだ決まっていない。事務

局からのスケジュール案もあるが，みなさまのご協力をいただき，スピードアップしなが

ら進めていきたい。 

 

(委員) 

 スクールバスのルートについて。石岡中のスクールバスに小学生も同乗し，効率化を図

ることは可能か。 

(事務局) 

 小中で授業時間の差もある。また，小学校はより細かなルート設定も必要となることか
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ら小学校毎のルートで考えてはどうかと思っているところである。 

(委員) 

 教育長にお伺いする。閉校式関連で令和４年度で予算化しているものはあるのか。 

(教育長) 

 閉校式関連については非常に重要な項目となってくる。令和４年度において各専門部会，

統合検討委員会で協議・決定をおこない，しっかりと予算要求していきたい。現段階で予

算化しているものはない。 

(委員) 

 そのスケジュールで本当に間に合うのか。何故予算化をしなかったのか。 

(委員長) 

 決定したものがない段階では，予算化は難しいだろう。 

(事務局) 

 令和４年度においては予算化はしていないが，５年度で事業をおこなうにあたり，専門

部会や検討委員会で協議決定をおこなっていき，予算要求をしていきたい。 

(委員) 

 各学校で閉校記念行事に関わる事業は令和４年度計画されているのか。 

(委員) 

 流れとしては，児童や地域なども交えて実行委員会などを組織していくことになろうか

と思う。令和４年度において計画しているものは，今の段階では無い。今後協議をおこな

っていく項目になると思っている。 

(委員) 

 先を見越して早めの準備をしていった方が良い。 

(委員長) 

 各校でしっかりと計画を立て，予算化の際には最大限の配慮をいただければと思う。 

(委員) 

 学校単位での記念品作成の調査などについては，専門部会でおこなうのか。 

(委員) 

 各学校や PTA，実行委員会から要望を挙げてもらう形が良いかと思う。部会としては， 

要望をとりまとめ，統合検討委員会に報告していくといった流れになるだろう。 

(委員) 

 承知した。 

(委員長) 

 より良い統合の実現に向け，引き続きご協力いただきたい。 

 

終了時刻 午後９時 30 分 

 

 

 

 

 


